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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

総社市では、令和４年９月に総社市部活動地域移行準備委員会を立ち上げ、部活

動の地域移行について検討を始めた。検討の過程で市長、教育長など市の幹部が中学生

から直接意見を聞く場を設けた際に、学校部活動が継続できるのか疑問視する意見があっ

た。中山間部に小規模校が２校あり、毎年様々な種目で優秀な成績を収めているが、今

後、生徒数の減少により、各部の人数が少なくなり、持続できない種目が出ることが予想さ

れる。この度の地域移行を契機と捉え、現在の活動を維持していくためにも、合同部活動の

取組を進めることとした。

中山間部で15km離れた２校での合同部活動を検討しているが、移動手段が自動車に

限定される。また、少子高齢化が進んでおり、近隣にスポーツクラブ等がないことから、地域

内での指導者の確保が難しい状況にある。休日の活動を合同で行うことを計画しているが、

生徒の移動手段の確保や指導者（地域の人材）の確保、その費用等が課題である。

人口 人 部活動数 46部活

公立中学校数 ４校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

策定済

公立中学校生徒数 1,949人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定済

Ｒ４
２月
現在

野球部 バレーボール部 ソフトテニス部 バスケットボール部 卓球部 吹奏楽部 美術部

１年 ２年 計 １年 ２年 計 １年 ２年 計 １年 ２年 計 １年 ２年 計 １年 ２年 計 １年 ２年 計

総社中
男 4 7 11 男 9 8 17 男 9 12 21 男 男 4 3 7 男 1 1 2 男 3 3

女 0 女 8 9 17 女 1 6 7 女 10 8 18 女 6 6 女 7 7 14 女 4 2 6

昭和中
男 男 0 男 3 7 10 男 2 3 5 男 男 0 男

女 女 1 4 5 女 2 4 6 女 女 女 7 1 8 女

令和4年度

設置部活動

※色つきセルは募

集していない種目
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼事業実施体制図（市区町村と関係団体における推進体制図）

時期 計画事項

3月 拠点校における実施準備

地域指導者向け研修会①の実施

4月 合同部活動の活動開始①（バスケットボール）、地域指導者による指導開始

7月 生徒・保護者へのアンケート

8月 第１回検討・運営会議（４月の成果の確認とさらなる拡大の検討）

合同部活動の活動開始②（バスケットボール以外）

10月 大学生との交流イベントの実施

11月 第２回検討・運営会議の開催（次年度の方針について検討）

12月 地域指導者向け研修会②の実施

1月 拠点校・保護者等へのアンケート調査実施

2月 第３回検討・運営会議の開催（次年度合同部活動について方針確認）

3月 事業完了報告書・成果報告書等の作成
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２．実証内容と成果

合同部活動の運営実績

主な取組例

参加校数 ２校 実施した種目 軟式野球、バスケットボール、バレーボール、ソフトテニス、卓球

合同部活動に取り組
んだ部活動数

8部活

参加校名 総社中学校、昭和中学校

実施した種目 バスケットボール

１か月あたりの平均的
な活動回数

月３回程度（休日３回）

顧問の属性 元教職員（退職教員）

指導者の主な属性 顧問（部活動指導員）

活動場所 昭和中学校体育館

主な移動手段 貸切バスで移動（費用は市が負担）

１人あたりの参加会費
（年額）

今年度は徴収していない

１人あたりの保険料 生徒１人あたり：460円/年（スポ振給付）
800円/年（スポーツ安全保険）

指導者１人あたり：1,850円/年（スポーツ安全保険）

▼活動概要 ▼運営体制図（合同部活動を実施する際の運営体制）

▼参加校における役割分担

⚫ 総社中学校・昭和中学校

・自校の生徒の保険加入、中央競技団体登録等の手続き  ・トラブル発生時の自校の生徒・保護者への各種対応

・活動日や大会参加等の日程調整及び活動内容・方針の共有 ・毎月の貸切バスの利用予定報告（GIGA端末（Googleフォーム）を活用）

・部活動指導員の勤怠管理と教育委員会への報告

総社市教育委員会
部活動地域移行推進室

合同部活動

総社中学校 昭和中学校

・日程調整
・情報共有

・大会参加事務等

・指導者派遣
・貸切バス確保

・保険加入事務
・指導者選定、登録
・指導者報酬事務
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２．実証内容と成果

取組内容

〇団体競技の種目において合同部活動を実施することによる活動人数の確保

〇休日の活動場所への移動について貸切バスを利用（市が費用負担）

〇指導者の確保、派遣

〇指導者確保に向けて、指導者養成研修を実施

取組事項

○２校に設置されている運動部５種目のうち、すべての種目で合同部活動が実施

できた。そのうち2種目について、年間目標実施回数20回を上回った。

○参加した中学生127人を対象としたアンケートの結果、回答者の74%が肯定的

な回答であった。また、指導に携わった約60%の指導者が「人数が増えることで充実

した活動ができた」と回答し、生徒、指導者ともにメリットを感じている。

○一方で、種目ごとで移動する生徒が固定されることや、指導者間での日程調整

等の連絡が新たな業務となることに負担を感じるなど課題が見えてきた。

取組の
成果

〇地域指導者の委嘱、合同部活動の開始など、市の広報紙や新聞等のメディアに

より積極的に情報発信することで地域移行に向けての取組の周知を図った。

〇生徒が移動するために利用するバスへの乗降確認は市の職員が行ったり、バス利

用の確認について、Googleフォームを活用したりすることで合同部活動開始による

教員への負担感の軽減を図った。

特に
工夫した
事項

〇団体競技の活動人数の確保を目的に合同部活動を実施したが、当該2校の合同でも人数が不足する種目が出てきた。平日の合同部活

動や地域クラブ活動への移行も踏まえ、持続可能な環境を整えていくためにも、種目ごとに実施主体の代表が集まり、今後の地域移行について

見通しや課題を共有し、在り方を検討していきたい。

今後の
課題と
対応方針

広報そうじゃ（令和5年6月号、9月号から）
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【合同部活動に関するアンケート（生徒・指導者）】 【総社市部活動地域移行推進協議会資料】

図、グラフ、文章での説明等

5.1

23.1

33.3

20.5

56.4

0 10 20 30 40 50 60

自分の専門性を生かせる機会になった

自分ではできない専門的な指導を受けさせ…

子どもが交流することで協調性がついた

参加人数が増えることで競争意識がついた

参加人数が増えることで充実した活動がで…

合同での活動について、よかったこと（指導者アンケート）

満足している

39%

おおむね満足し

ている

35%

どちらともいえない

14%

どちらかといえば

不満である

9%

不満である

3%

Q.学校部活動（合同での活動を含む）や地域クラブでの活動の総合的な満

足度  回答数127件
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

【合同部活動開始式（R5.5.13）】 【貸切バスでの移動】

【合同部活動（バスケットボール）】 【合同部活動（バレーボール）】
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３．今後の方向性
地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

【段階的な地域移行の進め方】
〇昨年の子ども議会や各中学校での意見交換時に、生徒から、「今の部活動のメンバーで活動したい」、「指導者が見つからないと活動できなくなってしまわない
か不安」、「どのような人が指導者になるのか不安」などの意見があった。
〇そのため、①東中・西中は各校ごとに、昭和中と総社中は合同して、地域クラブ化（一部の種目は、全市内で１つのクラブとする。）

②指導者が確保できている等の要件を設け、要件を満たしたクラブから段階的に地域クラブ化することとし、
具体的には以下の４段階で進めていく。

１．学校部活動と地域クラブ活動のちがい
運営主体
（設置者）

指導者 参加者 経費負担 活動日数 活動場所 大会参加

学校部活動 学校
教員

※一部、外部指導者
所属校生徒のみ

公費
※一部保護者

週４～５日
平日２時間
休日３時間程度

各中学校、市スポー
ツ、文化施設

学校単位、種目に
よっては合同で参加

総社市の目指す
地域クラブ活動

団体
※当面は市

外部指導者
※希望する教員含む

クラブによる
※複数校の場合あり

保護者
※一部公費

学校部活動に準
じて実施

各中学校、市スポー
ツ、文化施設

大会規定による

２．進め方

〇少子化により、活動に必要な人
数が確保できなくなる部活動があ
る。
〇合同部活動を実施し、人数の
確保を図る。

２．指導者の資質向上
〇生徒の活動時間が限られた中で
、指導者は短時間で効率的な指
導を行える必要がある。
〇論理的な指導方法や、科学的
知見に基づいた専門的な指導など
に関する研修を実施する。

〇以下の要件に合致したクラブを
地域移行する。
①指導者が確保できている
②大会・コンクール等の規定が競技
団体で整備されている
③生徒・保護者に十分に説明され
ている

第１段階：活動人数の確保

第２段階：指導者の確保

第３段階：地域クラブ化

総社中
昭和中

東中
西中

〇子ども一人一人が自分にあったスポーツ・文化的活動を選択でき、生涯にわたって活動に親しむことができる環境をつくるとともに、教員の
学校部活動等の指導に要する負担を軽減するため、学校部活動の地域移行を段階的に進める。

※休日のみ地域移行する場合、平日も
含めて地域移行する場合の双方があ
りえる。

全ての部活動において、
令和５年度までに開始済み

令和5年度から開始し、令和７年度までに全てのクラブを地域移行する

必要な種目について、順次、
合同部活動を開始

令和５年度から開始 可能な部活動は先行的に開始し、
令和７年度から本格実施

１．外部指導者の増員
〇教員の長時間労働の要因となっ
ており、指導へ負担を感じている教
員がいる。
〇学校部活動が担ってきた教育的
意義に沿って指導ができる指導者
を確保する。
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３．今後の方向性
地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

●地域移行準備委員会
●指導者公募開始
●子ども議会実施

●合同部活動開始
●推進協議会設置
●指導者研修実施
●地域クラブ活動モデル
ケース開始（休日）

★運営主体設置準備
●地域クラブ活動モデル
ケース開始（平日）
●拠点校活動モデルケー
ス開始

★運営主体設置準備
●総社中・昭和中地域ク
ラブ活動完全実施（休日、
可能な種目は平日も）

★運営主体設置稼働
●総社東中、総社西中
地域クラブ活動完全実施
（休日、可能な種目は平
日も）

移行推進期間

総社市部活動地域移行スケジュール（R5） R6

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４

成果

推進協議会

進捗部会

指導者部会

文化部会

推進室

第１回 第２回 第３回

・アンケート実施
（教員・保護者・
生徒対象）

第
１
回
部
会

・拠点校活動説
明準備

・地域クラブ活動
モデルケース説明会

・合同部活動開始 ・ACC指導者研修
・地域クラブ活動（
バスケ）

・ACC指導者研修
準備

・必要指導者数の
把握

第
２
回
部
会

・地域クラブ活動
各中学校に説明

・拠点校制度
各中学校に説明
・保護者に資料
配付準備

・拠点校制度要領
策定

・拠点校
部活動開
始

・ヒアリングの状況共有
・種目別協議同席依頼
・種目別協議

・平日の移動手段
ヒアリング（学校）

・研修の検討

・種目別協議

・指導者選考基準検討
・次年度研修内容検討

・種目別協議（剣道）

・保護者に資料配
付（拠点校）

・種目別
協議

・地域クラブ運営
・市内クラブ状況把握

・指導者に求める要件
・指導者の配置状況把握
と確保に向けた連携

・文化芸術団体との連携

・指導者募集要項変更

第４回



【岡山県高梁市】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（合同部活動の推進に関する実証事業）

自治体名 岡山県高梁市

担当課名 高梁市教育委員会こども教育課

電話番号 ０８６６－２１－１５０８
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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

合同チームを結成する際には、大会参加条件に満たない部員数の学校同士の組み合わせになることが多く、年度や大会ごと

に学校の組み合わせが変わる場合がある。生徒にとってこのような状況は継続的な活動ができにくく、大会ごとにどの学校とのチー

ム編成になるのかという不安を生じさせている。また、合同チームを結成した場合にも、学校間が離れているため、日々の活動を

合同で行うことは難しい。

さらに、令和３・４年度の野球部での合同部活動の実践をとおして以下の課題が挙げられた。

・年間をとおして継続的に指導できる指導者の確保（大学生指導者の場合、自身の大会等活動との調整が必要なため、オ

フシーズン中心の指導になる。）

・指導者への研修の充実

・生徒の移動手段について

・運営母体の体制づくり

・持続可能なチーム編成について

人口 ２７，０７６人 部活動数 ３４部活

公立中学校数 ６校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 ５３８人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定に向けて準備中
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

令和５年４月 バレーボール部会

市内バレーボールスポーツ少年団指導者（関係者）への事業説明、意見聴取

令和５年６月～ 野球部合同部活動

高梁東中学校・高梁北中学校・有漢中学校グループ

高梁中学校・成羽中学校・川上中学校グループ

令和５年８月～ 野球部合同部活動

高梁東中学校・有漢中学校グループ

高梁中学校・川上中学校グループ

成羽中学校・高梁北中学校グループ

▼事業実施体制図（市区町村と関係団体における推進体制図）
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２．実証内容と成果

合同部活動の運営実績

主な取組例

参加校数 ６校 実施した種目 野球

合同部活動に取り組
んだ部活動数

１部活

参加校名 高梁中学校、高梁東中学校、高梁北中学校、
有漢中学校、成羽中学校、川上中学校

実施した種目 野球

１か月あたりの平均的な
活動回数

月２回程度（休日２回）

顧問の属性 中学校の教師が顧問を担当

指導者の主な属性 顧問）教師
技術指導）地元大学野球部の学生を派遣

活動場所 ききょう緑地グラウンド、うかんスポーツパーク等

主な移動手段 保護者送迎

１人あたりの参加会費
（年額）

０円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（合同部活動を実施する際の運営体制）

▼参加校における役割分担

⚫ 高梁中学校・高梁東中学校

・顧問教師間での練習計画等の連絡調整を行う。

・トラブル発生時の自校の生徒・保護者への各種対応

・参加校間の定期的な連絡会等の開催・出席

⚫ 高梁北・有漢・成羽・川上中学校

・トラブル発生時の自校の生徒・保護者への各種対応

 ・参加校間の定期的な連絡会等の開催・出席
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２．実証内容と成果

取組内容

高梁市立高梁中学校・高梁東中学校・高梁北中学校・有漢中学校・成羽中学校・川上中学校の全６中学校を対象にして、合同部活動

を行う。実施競技は野球部で行った。野球部について、地元大学生とスポーツ少年団指導者を地域指導者とし、①高梁中・成羽中・川上中で

の合同部活動、②高梁東中・高梁北中・有漢中を基本の形とした合同部活動とする。（８月からは、高梁東中学校・有漢中学校グループ、高

梁中学校・川上中学校グループ、成羽中学校・高梁北中学校グループの３つのグループに分かれて活動を行った。

取組事項

顧問がその競技の未経験者の場合、地域の指導者が技術的な指導を行ったり、練習のサポートを行うことで、中学生にとって専門的な指導を

受ける機会が増えた。

また、合同部活動で顧問同士が連携することで、小規模校にとって練習の幅が増えたり、効率的な練習を行うことができた。各グループの合同

部活動の活動回数は、高梁東中・有漢中グループは２０回、高梁中・川上中グループは１９回、成羽中・高梁北中グループ２８回であった。

取組の
成果

合同部活動を行う際の生徒移動手段について、保護者送迎を基本をしていたが、長期休業中の平日の練習時等には保護者送迎が難しい

こともあった。そこで、市のマイクロバスを利用して活動を行った。

また、その他の種目では、サッカー部は本事業に取り組む前から、スポーツ少年団ＦＣと連携し、ＦＣ指導者が休日の練習を中心に指導に

入っている体制が整っている。このケースを高梁市の一つのモデルケースとして、他の競技の地域移行の参考にしていきたい。

特に
工夫した
事項

当初は、野球部以外にもバレーボール部への拡大して、合同部活動を実施する予定であった。しかし、地域スポーツ団体の関係者との連絡競

技の場を設けたが、指導者調整が困難であり、実施できなかった。今後地域移行の種目の拡大に向けて、持続可能な指導を行えるように、地

元大学や地域スポーツ団体等と協議しながら指導者を確保するとともに、派遣団体と協力しながら指導者の資質向上のための研修等を充実さ

せる。また、中学校と協議、情報共有や中学生やその保護者への情報提供を行い、地域におけるスポーツ（文化）活動の充実を図る。

今後の
課題と
対応方針
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

休日の活動

野球部（合同部活動）

（バレーボール部） バレーボール部
（合同部活動）

その他の競技
（バスケットボール、陸上、
ソフトテニス、卓球）

平日の活動
各校での
部活動

高梁市
教育委員会
（こども教育課
スポーツ振興課
社会教育課）

各競技での部会

（文化部を含め）休
日の地域でのスポーツ・
文化活動のあり方の協
議

高梁市 部活動のあり方について【案】
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